
 

H22/12/8さつき幼稚園 園長 萩谷萩谷萩谷萩谷    都都都都 
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さつき幼稚園では毎週水曜日、園庭を地域のお子さんたちに開放しています。 

これからの園庭サークルの予定 

12 月は 8、15  1 月は 12、19、26  

水曜日 時間はいずれも 9：45～11：15 です。 

さむいけれどさむいけれどさむいけれどさむいけれど遊遊遊遊びにびにびにびに来来来来てててて下下下下さいさいさいさい。。。。    

園長の雑記帳 

「「「「ごろごろごろごろごろごろごろごろ、、、、ぱくぱくぱくぱくぱくぱくぱくぱく、、、、びくびくしないびくびくしないびくびくしないびくびくしない」」」」という言葉

を聞きました。 

意味は、「ごろごろしない、ぱくぱく食べない、いろんな情報にびくびくし

ない」ということで、愛知県岡崎市の産婦人科医、吉村正さんが提唱してい

る妊婦さんへの心構えの言葉です。シンプルなフレーズですが日頃便利なあ

わただしい生活に慣れきっている私たちにも当てはまる言葉ですね。 

ところでこの診療所は医療介入を極力おこなわない「昔ながらの自然なお

産」をおこなっていて、人間の出発点である出生を人間の手でゆがめること

なく自然におこなうことが大切と訴えています。お産の進行を数値的に判断

して進めるばかりではいけない。それぞれの母と子にはそれぞれのお産のや

り方がある、という立場から見守っていくという考えです。診療所の中には

「古屋」と称する茅葺屋根の施設があり、妊婦さんがまき割り・雑巾掛け・

炊事などの昔ながらの労働などで体力を維持して日本の昔ながらの自然な

お産に備える、などのユニークな試みもしているとのことでした。 

「出産」は非常にシビアなことなので、賛否両論あるかと思いますが、医学

が発達していなかった時代の、人間の力というものに思いがいきました。 

さて労働が人間の能力をつくり出すのだなあということは私も感じます。 

若い実習生さんたちが幼稚園に来られますが、ほうきやスコップの使い方、

ひもの結び方、雑巾のかけ方等ちょっとはがゆく感じることがあります。 

世界的に器用だといわれている日本人としてもっとがんばってほしいなあ

と。子どもたちにも自分の指先を使うこと、道具をあつかうことなどの機会

をたくさん作っていきたいと思いました。 

11/10から 12/1の間に初めて園庭サークルや親子サロンに来てくれたお友だち

を紹介します 

糸見糸見糸見糸見はのさんはのさんはのさんはのさん、、、、鈴木鈴木鈴木鈴木れんくんれんくんれんくんれんくん、、、、篤田篤田篤田篤田かおるくんかおるくんかおるくんかおるくん、、、、匠匠匠匠ましろさんましろさんましろさんましろさん、、、、中田中田中田中田ちひろさちひろさちひろさちひろさ
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